
 

 

 

 

 

 

 
 

東北一心 新たな時代へ 一期一笑 
～未来を切り開け！持続可能な地域づくり・ＰＴＡづくり～ 

 

１０月１４・１５日、第５５回日本ＰＴＡ東北ブロック大会が富谷市と黒川郡で共催されました。 

今回の大会は、日々、成長していく子ども達が持続可能な社会を意識しながら未来をまっすぐに 

進んでいけるよう、家庭・学校・地域が三位一体となり絆を深めること、過去の様々な出来事を乗り

越え、学び、さらなる向上を目指す子ども達の支えになれるＰＴＡ活動の在り方を追求する目的で 

開催されました。 

１４日は、環境教育・教育環境・地域連携・家庭教育・人権教育の五項目に分かれ、分科会が開か

れました。それぞれ基調講演がおこなわれ、様々な観点でお話しを頂きました。 

（環境教育、そしてそこからつながる食育について本部メンバーが講演を聞いてきましたので、後程、

ふれさせていただきます。） 

１５日は、記念講演、大会決議の承認がおこなわれました。 

記念講演では、オリンピックでバドミントン日本初となる金メダルを獲得した聖ウルスラ学院英智

高等学校出身の髙橋礼華さんが、「ものまねは上手の近道・大事なのはそこからイメージを膨らませ

ること」、「量はうそをつくが質はうそをつかない・ひとつひとつの練習の質にこだわることで、自分

に何が必要か考えそれを得るために大切なことが見えてくる」こと、そして「“あたりまえレベル”

の水準を高く・強い思いがあれば、辛い練習も厳しい環境もあたりまえに越えなければならない壁で

ある」と、この三つを軸にお話しくださいました。子どもたちにぜひ聞いてもらいたいお話しだった

と思います。 

大会決議も満場一致で承認され、無事に大会が終了いたしました。 

主催校のひとつということで成田東小も裏方として役割がありました。ＰＴＡ本部だけでは到底 

人数が足りず、ボランティアとして多くの保護者の皆様がご協力くださったことに感謝いたします。 

冷たい雨の中、準備や駐車場案内等、お手伝い頂きありがとうございました。 
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９月１４日に成田地区健全育成 秋の講演会に参加しました。 

今回は、「広げよう！見守り、高めよう！防犯力～見守りが育む子どもたちの安全と安心～」と

言う、地域防犯をテーマにしたお話を伺いました。「警察防犯」と「市民防犯」の違い、地域に 

関わる「市民防犯」のポイントについて、すぐに実践できる学びがありました。 その初歩は「挨

拶をかわすこと」です。日頃から、子供達と挨拶を交わして“知らない人”から、“近所の見知って

いる大人”になることが、いざという時に “子供が持っているコミュニケーション能力を最大限に

発揮して助けを求める能力”を高める結果に繋がるそうです。学校の取り組みの一つでもある 

あいさつ運動が地域に広がることで、防犯の一端を担うことに繋がるのは、取り組みも難しくなく

環境に左右されない素敵な市民防犯ではないかと思いました。 

（講師の武田先生のコラムは下記QRコードよりご覧いただけます。）＜Ｉ．Ｈ．＞ 

 

７月１４日給食センター運営審議会に行って来ました。 

無償化元年、美味しい給食は当たり前ではなく、センターの方々は限られた予算で１円、１ミリ単位で

食材に向き合い、食に興味を持てるよう工夫を凝らし、子ども達の成長を支えてくださっています。 

本校の給食残食率は約２割。 

残念ながら富谷市内の小中学校の中でも上位に入っていました。 

ご家庭でも給食の話題を出すなど、成田東小の残食率を減らして頂けるようご協力をよろしく 

１０月１４日に富谷黒川大会の第一分科会「食育を通した持続可能な環境教育」の基調講演を 

聞いてきました。 

こちらの講演では、ミツバチが住みよい環境＝人間にとっても住みやすい環境であること、富谷で

力を入れている養蜂・蜜蜂の生態視点から次世代に繋ぐ環境保全についてのお話がありました。 

また、ミツバチがいなければ「食」を担保できなくなるということで、今ある「食」の課題として

残食の多さについても語られました。それは、７月に行われた給食センターで聞いた給食残食率に

通じる話しでした。 

日本では一人あたり年間約６４㎏、「まだ食べられる物」が廃棄されているそうです。 

家庭でどのように気を付けているのか等、色々と意見が出ていました。 

給食に限って言えば、学年やその日の体調、その子どもにとって各々食べられる量が異なって 

くるので、一概に「残さず食べる」では解決できない問題です。 

＊活動報告＊ 


